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［論文要旨］

OTA Hiroyuki

Korean Peninsula Artifacts in the Late Kofun Period in Eastern Japan 
and Contact between Chieftains

　前方後円墳集成畿内編年 10 期の東日本の古墳から出土する朝鮮半島系遺物には，日本列島内での
模倣対象とはならない特殊な遺物が多いが，この種の遺物はむしろ近畿周辺に少なく，九州や東海
など地方に多く分布することから，これらは中央政権を介さずに，各地方の首長が朝鮮半島首長層
との直接的接触を介して，入手の機会をもったものと考えられる。
　しかし，これらの朝鮮半島系遺物が同時多発的に日本列島各地の有力古墳に副葬されている事実
や，一古墳で朝鮮半島系遺物とともに，同器種の日本列島製品の共伴が確認されることから，東日
本を含む列島各地の首長層と朝鮮半島首長層との直接的接触が，中央政権とは無関係な環境下に成
立していたとは考え難い。
　とくに，東日本への朝鮮半島製遺物の流入は，古墳の築造動向から推理される中央政権による地域
首長層再編の動きや，東日本の一部地域に現出する首長間の交通関係の変化とも深く関係すると考え
られ，また同時に当該期の中央政権が直面した対朝鮮半島情勢の緊迫化とも関係した現象であったと
思われる。当該期においては，中央政権の主導下に，広く日本列島各地の有力首長が対朝鮮半島交渉
に関与した可能性が高く，朝鮮半島製遺物の流入状況からみると，東日本の首長層も対朝鮮半島交渉
の場面に関与する機会があり，北部九州における恒常的な兵力の駐屯を支える兵站機能を担うととも
に，管下の中小首長層の編成・動員を伴う軍事的示威活動にも関与したことが想定される。
　朝鮮半島系遺物を東日本の首長層が保有するに至る経緯には，中央政権の主導する対外交渉の場
で，朝鮮半島首長層との直接的な接触機会を経て入手した場合とともに，対朝鮮半島交渉の過程で，
東日本にも朝鮮半島出身の首長層・社会的身分上位者が往来・居留することがあり，それにともなっ
てもたらされた器物が含まれる可能性も考えられる。
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